
～支給要件（平成20年度）～

所得区分 �基準額 

① �被保険者証の負担割合が「3割」となっている方 �67万円（89万円） 
② �①・③・④以外の方 �56万円（75万円） 
③ �世帯員全員が市町村民税非課税の方 �31万円（41万円） 

（D �③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下 �19万円（25万円） 
（年金収入80万円以下など）の方 

（1）平成20年8月～平成21年7月末までに支払った医療と介護の合計自己負

担額が上記の基準額を超える場合に、その超えた額を支給します。

（2）平成20年4月～平成2，1年7月未までの自己負担額が上記のカッコ内の額

を超える場合には、その超えた額と（1）の額とを比べ、大きい額を支給

します。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

医
療
と
介
護
で
か
か
っ
た
費
用
の
合
計
額

を
緩
和
し
ま
す

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
で

は
、
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
の
方
全
員
が
、
一
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、

基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金

額
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者
の
方
に
は
、

お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、
次
に

該
当
す
る
方
に
は
、
申
請
の
対
象
と
な
る
旨

の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
平
成
2
0
年
4
月
か
ら
平
成
2
1
年
7
月
未
ま

で
の
間
に
、

○
市
町
村
を
越
え
る
転
居
を
し
た
方

○
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
方

○
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺
族
の
方

上
表
の
支
給
要
件
を
参
考
に
し
て
支
給
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
ご
確
認
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
手
続
き
や
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

医
療
費
が
増
大
し
て
い
く
中
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
が

大
切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
2
2
・
2
3
年
度
の
山
梨
県
後
期
高
齢
着

陸
療
調
度
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
7
5

歳
以
上
（
一
定
の
障
害
の
あ
る
6
5
歳
以
上
）
の

み
な
さ
ま
の
医
療
費
（
お
お
む
ね
2
年
間
分
）

が
ま
か
な
え
る
よ
う
、
都
道
府
県
広
域
連
合

ご
と
に
定
め
ら
れ
た
保
険
料
率
を
も
と
に
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
負
担
し
て
い
た

た
い
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
改
定

は
2
年
に
一
度
行
わ
れ
ま
す
が
、
平
成
2
2
・

2
3
年
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
保
険
料
率
に

据
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
延
長
さ
れ
ま
す

①
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
平

成
2
2
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割
額
の
8
・
5

割
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
6

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
る
場
合
は
、

平
成
2
2
年
度
も
引
き
続
き
均
等
割
額
の
9

割
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
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齢
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国
民
年
金
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の

卑
語
手
続
き
を
！

学
生
で
国
民
年
金
保
険
料
を
締
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
申
讃
し
承
認
を
受
け
る

と
そ
の
期
間
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
槌
舎
人
に

な
っ
て
か
ら
喬
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
）

納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
大
学
（
大
学
院
）
や
籍
大
、
高
等
学
校
、
寓

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
な

ど
に
在
学
す
る
2
0
歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生

本
人
の
前
年
所
得
が
1
1
8
万
円
以
下
の
方

定
時
翻
課
程
・
通
僑
制
課
程
の
方
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

承
認
期
間

4
月
（
ま
た
は
2
0
歳
誕
生
月
）
か
ら
翌
年
3

月
ま
で
（
申
讃
手
続
き
は
、
螢
隼
必
要
で
す
）

申
請
手
続
き
に
必
要
薬
包
の

○
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学
証
明
書

○
認
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は
不
要
）

〇
年
金
手
帳
（
す
で
に
お
持
ち
の
方
）

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

※
会
社
な
ど
を
退
職
し
て
学
生
に
な
ら
れ

た
方

★
今
月
は
、
平
成
2
1
年
4
月
か
ら
平
成
2
2
年

3
月
ま
で
の
学
生
納
付
特
例
繊
度
を
申
講

で
き
る
最
終
月
と
な
り
ま
す
。
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務
所

℡
（
2
2
）
3
8
1
1

市
民
生
活
課
　
年
金
・
医
療
担
当

1422H5


